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Taxonomy and phylogeny of the worldwide genus Kyphosus (Pisces: Kyphosidae) 
イスズミ属魚類（イスズミ科）の分類と系統に関する研究 









イスズミ属魚類は、イスズミ Kyphosus lembus、テンジクイサキ K. cinerascens、ミ
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Fig. 1  形態形質に基づくイスズミ属のグループ（A–D）の検索。形質は背鰭と臀鰭の





が有効と判断された。本邦からK. lembus とされていた種は K. vaigiensis の新参異名
であり、石川県能登で得られた種は K. bigibbus と同定し、「ノトイスズミ」という新
和名を提唱した。ミナミイスズミはどの名義種とも一致せず、新種 K. pacificus とし
て記載した。また、ハワイ諸島などから見つかった種も未記載種であったことから、
K. hawaiiensis として新種記載した。一方、K. cinerascens と K. sydneyanus はそれぞ
れ有効種であると判断し、これらを再記載した。 
東部太平洋域では従来と同様に K. analogus と K. elegans の２種を有効と認めた。 
大西洋域では、背鰭14軟条、臀鰭13軟条を持つ K. incisor と 背鰭12軟条、臀鰭11
軟条を持つ K. sectatrix の２種が有効とされていたが、後者には縦列鱗数が異なる２
種が混同されていることが分かった。これら２種は体側の縦列鱗数で分けられ、一方




が特定できなかったため、これを nomen dubium とした。 
 
 





DNA (mtDNA) の塩基配列 (合計2,882塩基対) の解析に基づき、分子系統樹を推定し




Group B (K. sydneyanus) は、他のグループとは遺伝的に大きく異なっていた。他の









ったものと考えられる。一方、インド－太平洋域と大西洋域の種間の差 (Group D の 
K. pacificus と K. bosquii、Group A の K. vaigiensis と K. incisor) に比べ、東部太平洋
域の２種とインド－太平洋または大西洋域の種間の遺伝的距離が相対的に大きい。こ
れは、インド－太平洋と大西洋の間の種分化が、東部太平洋の孤立より後に起こった
ことを示唆している。 
イスズミ属の種は大陸沿岸を主な生息域にしているものと、大陸沿岸から離れた島
嶼域を主な生息域にしているものに分けられる。分子系統樹上において、各種の分布
パターンの進化を推定したところ、大陸沿岸域から海洋島嶼域への進出が独立して３
回起こったと考えられる。また、いくつかの形態形質の進化パターンを分子系統樹上
で復元したところ、大陸沿岸域から島嶼域への進出にあわせて、鰾はより長く、背鰭
と臀鰭はより高くなったと考えられる。本属魚類は“Rudder-fish”と呼ばれるように、
幼魚は流藻や漂流物に寄り添い、また成魚となっても船舶や浮遊物に随伴する性質を
備えている。大陸沿岸域から島嶼域への進出と形態の変化はこのようなイスズミ属魚
類の特性を考えると興味深い。 
